
山梨県立大学定期試験実施規程 
(平成２２年４月１日制定 大学第２２１３号) 

 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、本学の授業期間において行われる試験（以下「試験」という。）

の実施に関し必要な事項を定めるものとする。 

（試験の告知等） 

第２条 試験を行う科目は、時間割、教室、方法等の試験の概要や試験実施上の注意事

項と併せて、試験のおおむね２週間前までに適切な方法で科目の単位認定者から学

生に周知する。 

２ 試験結果の掲示方法等は、各学部による。 

（試験問題の作成） 

第３条 試験問題は、科目の単位認定者が作成する。 

２ 科目の単位認定者が非常勤講師の場合は、学務課または池田事務室が当該非常勤

講師に試験問題の作成を依頼するとともに、受け取った試験問題の印刷及び保管を

行う。 

（試験時間） 

第４条 試験時間は原則として９０分とする。ただし、当該科目の担当教員の申し出

及び担当教員が複数の場合などには、変更される場合がある。 

（試験実施時の注意） 

第５条 試験開始後、試験時間の３分の１が経過するまでは、当該試験を受けること

ができる。また、原則として試験時間の３分の２が経過した後に試験場から退室で

きる。 

（受験上の心得） 

第６条 試験の受験上の心得は次のとおりとする。 

(１) 試験開始５分前には定められた席に着席すること 

(２) 学生証（忘れた場合は学務課で仮学生証の発行を受ける。）を机の右上に提 

示し本人であることを示すこと 

(３) テキストその他の持込に関しては、当該科目の担当教員の指示に従うこと 

(４) 配布された試験問題及び答案用紙を確認の上、開始の合図で解答を始めるこ

と 

(５) 中途退出の場合は、答案用紙を机上に伏せて静かに退出すること 

(６) 不正行為は、学期の授業科目の履修全てが無効になるばかりではなく、懲罰 

の対象となること 

（試験監督） 

第７条 試験の監督は、原則として、教員により行うものとする。 

（試験監督の手順） 

第８条 試験の監督を行う者は、原則として次の各号の手順に従うものとする。 

(１) 試験室で試験問題と答案用紙を学生に配布する。 

(２) 学生証により学生の本人確認を行う。 

(３) 学生証を忘れた場合は、直ちに、仮学生証の交付を受けるよう指示する。 

(４) 不正行為、担当教員の指示事項及び試験実施注意事項について確認する。 

(５) 試験開始後、試験時間の３分の１が経過した時点で欠席者を確認し、当該欠 

席者の試験問題及び答案用紙に赤字で「欠」と記入する。 

(６) 試験中途で退室する学生には、試験問題と答案用紙を机上に伏せて退室する

よう指示する。 

(７) 試験問題及び答案用紙は、試験終了時点で欠席者分も含め学籍番号順に回収

する。 

(８) 回収した試験問題及び答案用紙の枚数が確認された時点で、学生の退室を許



可する。 

（不正行為の取扱い） 

第９条 試験実施中に不正行為があった場合は、監督者は次の各号の手順に従い対応

するものとする。 

(１) 不正行為が疑われる学生を、試験室内の他の学生に支障のない場所に移動さ

せ事実確認を行う。 

(２) 前号の確認により学生が不正行為を認めた場合は、直ちに当該学生を試験室 

から退出させる。この場合において、物的証拠がある場合は当該証拠を押収した

うえで退出させるものとする。 

(３) 第１号の確認にもかかわらず学生が不正行為を認めない場合又は物的証拠が 

不明な場合は、当該学生に適宜注意を与え試験を続行させるものとする。この場

合においては、当該試験の終了後に、当該学生の属する学科の長又はこれに準ず

る者が同席のうえ、再度、事実確認を行うものとする。 

(４) 第２号に該当する場合又は前号の確認により不正行為が認められた場合は、 

当該学生の属する学科の長は、当該不正行為の事実確認の記録を教授会に報告

するものとする。 

(５) 教授会は、前号の報告を受けたときは、学生懲戒規程に基づき審議を行い、 

その結果を教育研究審議会に報告する。 

（審議結果の公示） 

第１０条 教授会の審議を経て学長が処分を行った場合は、当該処分の結果を公示す

る。 

（追試験・再試験） 

第１１条 追試験（病気その他やむを得ない理由により試験を受けることができなか

った者のために行う試験）の事由及び証明する書類は次の各号のとおりとする。 

(１) 本人の病気、けが：医師の診断書等 

(２) ３親等内の葬儀：会葬礼状等 

(３) 災害：被災証明書 

(４) 交通事故：事故証明書 

(５) 交通機関の遅延：交通機関の遅延証明書 

(６) その他やむを得ないと認められる事由：その事由を証明する書類 

２ 追試験、再試験は、原則として授業期間外に行うこともできる。 

３ 科目の単位認定者は追試験、再試験の有無、方法等を適切な方法で学生に周知す 

る。 

（委任） 

第１２条 この規程に定めるもののほか、試験の実施に関し必要な事項は別に定める。 

 

附 則 

この規程は、平成２２年４月１日から施行する。 

 

附 則 

この規程は、令和６年４月１日から施行する。 

 


